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Ⅰ．研究背景

　日本において，独居高齢者が急増するなか，その療養

や看取りについて社会的問題になっている。国の在宅

重視の政策や，市民の在宅志向の高まり（厚生労働省

2014）を背景に，独居高齢者においても在宅で最期まで

過ごすための支援の充実が問われている。また，人生の

最終段階の医療の決定支援についても，同様であり，高

齢者自らが意思決定するための支援の質も検討されてい

る（厚生労働省2016）。

　今回，独居高齢者の在宅看取り支援の参考にすべ

く，筆者らは，カナダ・ケベック州モントリオール市

キャベンディッシュ地区にある，CLSC Rene-Cassin

のホームケアチームのソーシャルワーカーを2017年

3月に訪問した。CLSC（Centres Locaux de Services 

Communautaire）は，市の保健福祉サービス行政機関

であり，人口3―10万人に1カ所設置されている。CLSC 

Rene-Cassinは，市西部の人口約12万人のキャベン

ディッシュ地区にある，二つのCLSCのうちの一つであ

る。モントリオール市の高齢化率は平均15.5％であるの

に対し，当該地区の高齢化率は18.3％（Québec）と高く，

今後急激な高齢化が予測されている。また4割以上が移

民であり，ケベック州の公用語である英語とフランス語

以外を母国語とする住民が多い（木戸2017）とされる。

ユダヤ系の人口が多いともいわれ，ユダヤの影響が大き

い地域（真田2005）でもある1）。そのような多様な文化

の地域において，CLSC Rene-Cassinは，モントリオー
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ル市内のマギル大学と協働で先駆的な高齢者ケアを行っ

ている。

　本稿では，CLSC Rene-Cassinのホームケアチームの

ソーシャルワーカーから得た知見を基に，在宅看取り支

援に関わる専門職のサポートにおける文化的影響につい

て，役割の構成要素の枠組みから考察する。

Ⅱ．研究枠組み

　役割は「個人の社会的位置との関係における，期待と

規範に基づいた行為」（大賀2014：38）といえ，社会的

位置，規範，期待，行為の4つの要素により構成される。

以下，この4つについて説明していく。また社会的位置

には，専門職を取り囲んでいるシステムが含まれるため，

「保健・医療・福祉システム」（福山1996）についても

述べる。

1．社会的位置

　社会的位置（ソーシャル・ポジション）は，個人が社

会の中でどんな位置関係をとっているか，という人と社

会とのつながりを示すものである。専門職は，A事業所

のソーシャルワーカーなどといった所属機関のみにポジ

ションを置いているわけではない。支援を行う際には，

様々な機関や人，情報や考え方などとつながり，影響を

受けている。社会的位置のシステムは社会的背景ともい

え，それを構成する要素を「保健・医療・福祉システム」

から述べる。

　このシステムは10個のサブシステムからなっている。

それは，①クライエントサブシステム，②ソーシャルワー

カーサブシステム，③同僚および他のスタッフサブシス

テム，④上司サブシステム，⑤職場組織サブシステム，

⑥専門情報サブシステム，⑦地域文化サブシステム，⑧

専門家集団サブシステム，⑨制度サブシステム，⑩社会

資源サブシステム，である。ソーシャルワーカーが行う

支援そのものは，各サブシステムからの影響を受け，ま

たこれらサブシステムの集合ともいえる社会的背景に影

響を受けている。以下，それぞれのシステムについて簡

潔に述べる。

　①のクライエントサブシステムとは，利用者とその家

族を一つのものとして考えている。この中にはクライエ

ントの内的なもの，家族関係などが含まれる。②のソー

シャルワーカーサブシステムとは，ソーシャルワーカー

の特徴等などが含まれる。③の同僚および他のスタッフ

サブシステムとは，他職種を含んだ同僚との関係性が含

まれる。④の上司サブシステムとは，上司の考え方や，

その関係性が含まれる。⑤の職場組織サブシステムは，

ソーシャルワーカーの業務管理をすることから，その業

務遂行に圧力的な影響を与えるとされている。⑥の専門

情報サブシステムとは，ソーシャルワーカーが専門家と

してもっている知識や理論，理念，価値観，倫理を含む。

⑦の地域文化サブシステムとは，地域住民の文化的な要

素や宗教等を含む。⑧の専門家集団サブシステムとは，

ソーシャルワーカーが関係する学会や研究会の動きなど

が含まれる。⑨の制度サブシステムは，社会福祉以外を

含んだ現行制度の内容等などである。本稿ではここに政

策もいれ，制度（・政策）サブシステムとする。⑩の社

会資源サブシステムとは，公式非公式にかかわらず，サ

ポート資源になる人材，プログラム，サービスを含んで

いる。

　この10のサブシステムの影響を受け，支援は行われ

る。これらサブシステムはそれぞれ全体として影響し

合い，ソーシャルワーカーの業務遂行全体に影響を与

える。一般にシステムの中では，それぞれの要素の交

互作用がありながら，ある一定の秩序が保たれている

（Bertalanffy＝1973）。ゆえにソーシャルワーカーが業

務遂行するためには，これらのサブシステムが，社会的

位置全体のシステムとの関連の中で矛盾なく存在してい

ることが必要となるといえる。

　今回研究対象とした地域は，ユダヤ教の影響が大きい

ことは特記すべきことである。これは，⑦の地域文化サ

ブシステムに影響を及ぼしている。ユダヤ教では，基本

的に死後の世界は存在せず，現世において神の恩恵は与

えられる（向井2013）とされている。つまりユダヤ系

の人々は，今をよく生きることに価値を置くといえ，死

は避けたいものと捉える傾向があるといえる。
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2．規範

　規範は順守すべきものであり，ソーシャルワークの理

念や法律，制度政策などが含まれる。これは，「保健医

療福祉システム」の⑥の専門情報サブシステムと，⑨の

制度サブシステムを含む。

　利用者主体などのソーシャルワークの理念・価値は，

世界共通のものがある。また本人と家族の意思の尊重な

ど緩和ケアの方針もあり，緩和ケアにあたるソーシャル

ワーカーの教育についても規定されている（Bosma et 

al. 2008）。一方ケベック州では，社会保障費の抑制の必

要から，慢性的な病をもつ人は終末期に医療福祉機関に

入院入所するのではなく，在宅でなるべく長く過ごすこ

とが推奨されている（Services Québec―Citoyens）。

　またケベック州には，2014年制定2015年施行の終末期

医療に関する州法（Act respecting End-of-Life-Care）が

ある。この州法でいう「終末期医療」とは，末期患者に

対する緩和ケアと死ぬことに対する医学的補助（medical 

aid for dying）は，医師が末期の患者に対し，その患者

の求めに応じて死を早め苦痛を除去するために薬物また

は物質を処置することと示されている（松井2016）。こ

の法律では，次の基準すべてを満たす人は死に対する医

学的補助を受けられると定められている。1）健康保険

法において保険に加入している人，2）成人年齢（18歳）

に達していて，ケアに対して同意を与える能力があるこ

と，3）人生の末期であること，4）重大で治療不可能な

病気を患っていること，5）進行性の不可逆的な能力の

減退の状況にあること，6）常時耐えられない身体的又

は精神的苦痛に悩まされ，それが患者の耐えうると思わ

れる方法では除去できないこと，である。

　ケベックの州法に追随するかたちで，2016年カナダ

全体の連邦法により，深刻な病状のために永続的で耐え

がたい苦痛に苦しんでいる患者に対し，死ぬ権利を法的

に認めることになった。このことは，本人だけでなく，

本人の周囲の人たち，つまり家族や緩和ケアに関わる専

門職たちにとって，価値観を揺るがすことにもつながる

と考えられる。カナダでは教会に属している病院は多く，

自殺を禁じているカソリック教会はこの法案に反対して

いた（松井2016）とされる。国民の間で死ぬ権利を認

めてほしいという声は高いとされるが，医療者の中では

自らの宗教観からこの法案に反対しているひとも少なく

ないといわれ，専門職の間でも葛藤を引き起こす規範に

なっていると考えられる。

3．期待

　人はある役割をとるとき特定の社会的地位を占めるこ

とに伴う役割関係をもつ（Merton＝1961）。CLSCのホー

ムケアチームのソーシャルワーカーの場合，クライエン

トやその家族，同僚である医師や看護師などのチームメ

ンバー，所属機関の上司的位置であるスーパーバイザー

やマネジャー，地域の連携先である病院やナーシング

ホーム，訪問看護などを提供する民間の支援団体，地域

住民ボランティア等と役割上の関係で結びついている。

彼らは行為者であるソーシャルワーカーにそれぞれの期

待を寄せる。その期待が相反するときや，期待の優先順

位がつけられないとき等は，役割が混乱し，役割行為の

遂行は難しいと考えられる。

4．行為

　行為は，「意図性や目的志向性をもった行動とそれに

関連する思考と感情からなり，心理・社会・文化的な側

面をもつもの」（大賀2014：37）とされている。行動は，

個人の感情や思考の影響を受け，役割を最終的に表現す

るものである。役割の他の構成要素である，社会的位置

と，規範及び期待は，社会環境から影響を受けるものと

捉え，行為に影響を及ぼすものと位置づける。行為は，

社会・文化的な側面をもち，さらに個人の心理的側面，

価値観等がそこに加わる。

　専門職の役割遂行をサポートするためには，行動だけ

ではなく，社会情勢に呼応し浮上してきた専門職個人の

価値観に着目することも必要になる。

Ⅲ．研究方法

1．調査目的と方法

　本調査の目的は，独居高齢者を含めた在宅支援を行
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うCLSC Rene-Cassinのホームケアチームにおけるソー

シャルワーカー，およびチームメンバーに対するサポー

ト体制を明らかにすることである。

　調査協力者は，CLSC Rene-Cassinのホームケアチー

ムのフロントラインのソーシャルワーカー A氏と，ソー

シャルワーカーでもありソーシャルワーク部門のスー

パーバイザーでもあるB氏の2人である。前者はホーム

ケアチームのコーディネーター的役割も担っている。

後者はソーシャルワーク部門だけではなく，ホームケ

アチーム全体の支援が機能することを目的にチームメ

ンバーのサポートや組織管理も行っている。両名とも

CLSC Rene-Cassinでは10年以上の経験があり，在宅緩

和ケアをはじめ高齢者虐待予防など，地域の高齢者の医

療福祉的支援を担っている。

　調査方法としては，半構造化インタビューを用いた。

インタビューでは，地域の緩和ケアにおける①ホームケ

アチームメンバーのサポートの体制と方法について，②

ホームケアチームのソーシャルワーカーのサポートの体

制と方法について，③ホームケアチーム全体のスーパー

ビジョンとコンサルテーションの体制と方法について，

主に語ってもらった。詳しいインタビューガイドは，表

1の通りである。なお，インタビューで用いた言語は英

語であり，通訳は付けずに行っている。

　実施時期は2017年3月23日及び24日，場所はCLSC 

Rene-Cassinの事務所内の会議室であり，プライバシー

の守られた空間である。インタビュー時間は一人2時間

程度であった。本インタビューの内容はインタビュー協

力者の許可を得て録音し，逐語録にした。逐語録（英語）

はA氏の語りはA4判で43枚，B氏のものは同版で48枚

となった。なお本調査実施にあたっては，愛知県立大学

研究倫理審査委員会の承認を得ている（受付番号：教福

28―05）。

2．分析方法

　分析方法としては，質的演繹的内容分析法を用いる。

本調査では，明示的なメッセージの個々の特徴を明らか

にする必要がある。そのため，明らかにした特徴からい

くつかの推論を行う技術を含む分析方法（Krippendorff

＝1989）である内容分析法が適切と考えたためである。

また役割の4つの構成要素という枠組みで演繹的に整理

することによって，専門職の役割遂行のサポートについ

てどこに着目すべきか検討することができると考えたこ

とによる。

　手順としては，逐語録を読み，内容的にまとまとりの

ある文章を1分析単位として分けた。A氏の語りの分析

単位数は95，B氏の分析単位数は76であった。分析単

位が語っている内容について，役割の構成要素を参考に

タイトルを付けた。次に，分析単位を役割の4つの構成

要素に分類し，社会的位置に分類されたものについては，

さらに10のサブシステムに分類した。

Ⅳ．分析結果

　インタビュー内容を示すタイトル数は，A氏では12，

B氏では10であり，そのうち9つが一致した。タイトル

別に集計したものを分析結果として，表2から13に示し

た。以下，表に沿って内容を記す。

1．CLSC Rene-Cassinの概要（表2）

　CLSC Rene-Cassinは18歳以上で，自律性低下（loss 

of autonomy）の状態になった人を支援対象としている

こと，行政機関である病院やナーシングホームなどと緊

密に連携をとれるポジションにあること，などが示され

た。この語りの背景にあるソーシャルワーカーの社会的

位置については，職場組織サブシステムと社会資源サブ

システムの内容について述べられていた。

2．ホームケアチームの活動の概要（表3）

　緩和ケアのクライエントは月に30―50人程度であるこ

と2），チームカンファレンスが日常的かつ定期的に行わ

れていること，チームメンバーである多職種はCLSCの

職員であること，クライエントの暮らす地域へのアウト

リーチも行われていることが語られた。ソーシャルワー

カーの社会的位置については，職場組織サブシステムを

中心に，同僚及び他のスタッフサブシステムが多く示さ

れていた。またチームメンバー間の役割期待の混乱は見
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Study Title：A Study of Support System by Professions in Community Health Care Team for People Living and Dying Alone

【Before the main interview】
1 ．People Living and Dying Alone on this study have been supposed to contain 2 types of elderly people.  When you 
answer the following questions, could you specify which type（s） you are considering?

1 ）Lives alone with informal support by his/her family, friends, neighbors, people sharing the same religion, or people 
in the same ethnic group.

2）Lives alone without any informal support.
2 ．In this study, we are focusing on elderly people who live alone at home.  Except their home, here and how do they 
live? Welfare facilities, care homes…, or live home using a guardian? We would also like to know that you are thinking 
what they need more to live alone at home until their last moment.

【The main point of the interview】
Regarding the palliative care in a community, would you please tell me the following points?
1．System and method of support and help by the home care team members
2．System and method of support and help by social workers in the home care team
3．System and method of supervision and consultation by the home care team

Questions to a social worker
Regarding the Department of Social Work
1．You may have clients receiving the palliative care..  How many those clients per month?
 1―1．How many cases among them are people living alone? What kinds of informal support do they have?
2．Do you think what is, an existing problem and a latent risk or crisis factor in the palliative care?
3．What issues do you focus on at a supervision for the palliative care?
Regarding Home Care Team
1．What problems or issues about the palliative care do you often discuss with the home care team?
2 ．Do you think what are difficult to be practiced and what causes troublesome, considering work with the team 
members?

3．What do you discuss mainly in the conference with the team members?
4．Do you have supervision or consultation with different occupation?
 4―1 ．If any, could you tell me the issues discussed, their occupation, and frequency of such a supervision or 

consultation?
5．How do you support or help each of all team members?
6 ．After approval of the Law of Death with Dignity, do you find any emerging problems or issues? What are those 
problems or issues? Are they ethical ones?

Questions to a supervisor
Regarding the Department of Social Work
1 ．Social workers supervised by you may have clients receiving the palliative care..  How many those clients are your 
social workers taking care of per month?

 1―1．How many cases among them are people living alone? What kinds of informal support do they have?
2．Do you think what is, an existing problem and a latent risk or crisis factor in the palliative care?
3．What issues do you focus on at a supervising conference for the palliative care?
Regarding the Home Care Team
1．What is your position and role in the Home Care Team?
2．Do you receive a report of a routine team conference?
 2―1．Could you tell me what issues are reported?
 2―2．Could you tell me what problems or matters are pointed out?
3．Do you have a conference with other occupational supervisors?
 3―1．What are main subjects in such a conference?
 3―2．What problems are often discussed?
4．Do you have a meeting to provide supervision or consultation to professionals with different occupation?
 4―1．If any, could you tell me the issues discussed, their occupation, and frequency of such a meeting?
 4―2．What points do you always try to focus on at such a meeting?
5．How do you support or help each of all team members?
6．After approval of the Law of Death with Dignity, do you find any emerging problems or issues?
 6―1．What are those problems or issues? Are they ethical ones?
 6―2 ．Do you pay any particular attention to support or help social workers or all team members, related to those 

problems or issues? For example, how are you supporting or helping social workers and all team members, 
related to those problems or issues?

表 1　Interview Guide
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為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

1
CL

SC
 R

en
e-
Ca

ss
in

で
は

，
看

護
師

，
リ

ハ
ビ

リ
療

法
士

，
心

理
士

，
医

師
や

歯
科

医
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
な

ど
多

職
種

チ
ー

ム
に

よ
る

医
療

福
祉

の
ホ

ー
ム

ケ
ア

を
行

っ
て

い
る

。
●

B
氏

2
ホ

ー
ム

ケ
ア

チ
ー

ム
に

は
45

人
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
が

い
る

。そ
の

他
ナ

ー
ス

や
，

栄
養

士
，

心
理

士
な

ど
が

い
る

。
●

B
氏

32
CL

SC
の

組
織

が
大

き
く

な
っ

て
，

管
理

体
制

が
複

雑
に

な
っ

て
い

る
。

●
B

氏
33

組
織

体
制

は
毎

年
変

わ
る

。
様

々
な

も
の

が
統

合
さ

れ
つ

つ
あ

る
。

●
B

氏
35

CL
SC

は
 lo

ss
 o
f a

ut
on

om
y
の

状
態

に
な

っ
た

人
を

支
援

す
る

。
●

B
氏

36
18

歳
以

上
の

人
を

支
援

し
て

い
る

。
●

B
氏

37
支

援
対

象
者

が
入

院
し

て
い

れ
ば

病
院

か
ら

CL
SC

に
連

絡
が

来
る

。
CL

SC
と

病
院

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
つ

な
が

っ
て

い
て

，
情

報
の

共
有

は
で

き
る

し
，

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

と
れ

て
い

る
。

●
●

B
氏

38
病

院
と

は
オ

ン
ラ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

で
つ

な
が

っ
て

い
る

の
で

，
だ

れ
が

い
つ

入
院

し
た

か
わ

す
ぐ

わ
か

る
。

退
院

予
定

時
期

も
わ

か
る

。
●

B
氏

39
ナ

ー
シ

ン
グ

ホ
ー

ム
と

も
病

院
と

同
様

に
連

絡
を

取
り

合
っ

て
い

る
。

●
合

計
0

0
0

0
0

0
0

7
0

0
0

0
3

0
0

表
3　
ホ
ー
ム
ケ
ア
チ
ー
ム
の
活
動
の
概
要

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

の
要

約
役

割
行

為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

14
月

30
―4

0
人

の
利

用
者（

患
者

）を
2
つ

の
チ

ー
ム

で
そ

れ
ぞ

れ
対

応
し

て
お

り
，

そ
れ

ぞ
れ

の
チ

ー
ム

で
合

計
年

間
約

30
0
人

対
応

で
あ

る
。

●

A
氏

49
緩

和
ケ

ア
の

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

に
つ

い
て

，
週

１
度

定
期

的
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
が

あ
る

。
ナ

ー
ス

，医
師

，ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
で

話
し

合
う

こ
と

が
多

い
が

，
心

理
士

を
入

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

●
●

A
氏

54
ホ

ー
ム

ケ
ア

チ
ー

ム
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
で

は
，

病
気

の
状

態
や

彼
ら

の
認

識
，

人
生

の
希

望
な

ど
が

話
題

に
な

っ
て

い
る

。
家

族
が

ケ
ア

で
き

な
く

な
っ

た
ら

，
緩

和
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
に

移
れ

る
か

ど
う

か
な

ど
。

●
●

●

A
氏

57

チ
ー

ム
で

は
毎

日
日

常
的

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
て

い
る

。
記

録
は

す
べ

て
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

化
さ

れ
て

お
り

，
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

は
み

る
こ

と
は

で
き

る
。

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
は

，
各

職
種

に
電

話
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
残

す
こ

と
は

で
き

る
し

，
同

じ
テ

キ
ス

ト
を

使
う

こ
と

に
よ

っ
て

共
通

理
解

が
で

き
る

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

方
法

と
し

て
は

，
大

き
く

変
化

し
て

い
る

。

●
●

●

A
氏

92
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
活

動
は

と
て

も
難

し
い

。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

パ
ー

ト
ナ

ー
が

確
実

に
CL

SC
に

連
絡

し
て

く
れ

る
よ

う
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

●

A
氏

93
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
に

お
け

る
，

近
所

の
人

の
情

報
は

と
て

も
重

要
だ

。
ま

た
，

郵
便

局
の

人
が

郵
便

受
け

に
多

く
の

手
紙

が
た

ま
っ

て
い

た
ら

CL
SC

に
連

絡
す

る
仕

組
み

に
な

っ
て

い
る

。
●

●

B
氏

40
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

が
対

応
し

て
い

る
，

緩
和

ケ
ア

の
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
は

月
に

50
―5

5
人

い
る

。
●

B
氏

69
CL

SC
で

は
週

の
半

分
は

緩
和

ケ
ア

の
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
に

，
残

り
は

そ
の

他
の

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

の
ケ

ア
に

時
間

を
割

い
て

い
る

。
週

に
20

人
く

ら
い

の
緩

和
ケ

ア
の

ケ
ー

ス
が

あ
る

。
●

B
氏

9
ナ

ー
ス

，
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

，
O
T
,家

族
，

本
人

（
認

知
症

あ
り

）
と

の
緩

和
ケ

ア
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
具

体
例

。
●

●
●

合
計

0
0

0
2

0
4

0
7

0
0

0
2

2
0

0
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られなかった。

3． スーパービジョンとコンサルテーションの概要
（表4）

　スーパービジョンは，CLSC組織体制下業務の一環と

して行われ，同職種間の定期的な管理的・教育的スー

パービジョンを基本としつつも，異職種間でも行われて

いた。チームカンファレンスには，スーパーバイザーが

毎回同席し，そのカンファレンスの場でチームメンバー

間のコンサルテーションは行われていた。またスーパー

バイザーはマネジャーに業務報告の義務があるとされて

いた。ソーシャルワーカーの社会的位置については，職

場組織サブシステムが多く示されており，職場の役割行

為としてスーパービジョンが行われていることがうかが

われた。

4． ケベックやモントリオールの医療福祉政策とそ
の背景（表5）

　市民の死亡場所として，病院が7割程度，ナーシング

ホームが2割，在宅が1割程度と示された。財政的な問

題もあり，政府としては在宅死を増加させようと政策を

とっている。CLSCとしても，在宅死増加のために力を

入れているという。ソーシャルワーカーの社会的位置に

ついては，制度（・政策）サブシステムが多く指摘され

ていた。

5．死に対する市民の意向とその対応（表6）

　在宅死を希望する市民が増加している。その一方で，

在宅で死亡することは家に死の印を残すことになり家族

への影響が大きいので，なるべく長く家で療養した後，

死ぬ直前に死に場所として病院を選ぶ人も多いという。

一方B氏は，市民の死への恐れの認識を変えて，可能な

限り生き方をコントロールできると思えるようになれば

幸せな状態で生き続けられるのではないかとも述べてい

る。つまり市民は死と正面から向き合うことが必要だと

いう思考である。一般的に市民にとって死はタブーであ

ることはB氏も認めており，B氏の思考を役割行為に移

しているような語りは少なかった。ソーシャルワーカー

の社会的位置については，クライエントサブシステム，

地域文化サブシステムおよびソーシャルワーカーサブシ

ステムの影響が大きく見受けられた。ソーシャルワー

カーの役割行為を示す思考についても，多く語られてい

た。市民の死の捉え方や，ソーシャルワーカー自身の死

の認識は，ソーシャルワーカーの思考に大きく影響して

いることがうかがわれた。

6．緩和ケアにおける問題と対応（表7）

　緩和ケアが終末期ケアと同義であると市民は思ってお

り，死についてなかなか考えない傾向があることを踏ま

え，政策的にアドバンス・ケア・プランニング（ACP）

が始まっているという。また医療者も緩和ケア推進につ

いて積極的ではなく，治療が困難になった患者に対して

もヘルスケアアプローチになかなか転換できないことも

問題に挙げられていた。クライエントの意思決定は重要

だが，死を考えることを避ける文化の中で在宅緩和ケア

を進めようとするのは，クライエント・専門職双方にとっ

てストレスと示され，文化的な転換の必要性が指摘され

ていた。またB氏は，よい緩和ケアができれば死を望む

クライエントはいないだろうと考えていた。そして緩和

ケアにおける危機について，1）家族がストレスを感じ

ること，2）家族または同居者が責任を負いたくなくな

ること，3）介護の責任を期待される娘の生活が成り立

たなくなること，4）家族間の意見が合わないこと，5）

身体的に苦痛があること，6）死を受け容れられないこと，

をあげていた。

　ソーシャルワーカーの社会的位置については，クライ

エントサブシステム，ソーシャルワーカーサブシステム，

地域文化サブシステム，社会資源サブシステムの影響が

大きく見受けられた。そして，役割行為の思考や行為も

多く語られていた。ソーシャルワーカーは，在宅緩和ケ

アの普及について大きな問題意識を持ち，活動している

ことがうかがわれた。

7．ACPとmedical aid in dyingに伴う問題（表8）

　medical aid in dyingについては，実施した医療チー

ムをサポートする体制もあり，仕組みとして整備されて

はいる。しかし認知症のため本人の意思が分からないに
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表
4　
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

の
要

約
役

割
行

為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

73
私

の
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
は

，
同

じ
職

種
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
で

あ
る

。
●

A
氏

74
私

は
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
は

し
て

い
な

い
が

，
緩

和
ケ

ア
の

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

に
つ

い
て

困
難

を
抱

え
た

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
が

相
談

に
来

た
ら

，
臨

床
的

に
助

け
て

い
る

。
●

●

A
氏

76
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
や

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
で

は
，

患
者

の
Q
O
L
に

つ
い

て
よ

く
取

り
上

げ
る

。
●

●

B
氏

1
私

は
，

臨
床

的
（

教
育

的
），

管
理

的
に

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

を
行

っ
て

い
る

。
●

●

B
氏

3
他

の
職

種
に

も
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
を

行
っ

て
い

る
。

チ
ー

ム
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

も
あ

る
。

●
●

B
氏

4

ナ
ー

ス
が

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
を

求
め

て
き

た
と

き
は

，
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

を
支

援
に

導
入

す
べ

き
か

ど
う

か
，と

い
っ

た
こ

と
を

助
言

す
る

。
反

対
に

，
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

が
ナ

ー
ス

の
バ

イ
ザ

ー
に

，
ナ

ー
ス

を
支

援
に

導
入

す
べ

き
か

ど
う

か
，

と
い

っ
た

こ
と

の
助

言
を

受
け

る
場

合
は

あ
る

。

●
●

B
氏

5
チ

ー
ム

の
専

門
職

同
士

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
を

し
あ

う
。

●
●

B
氏

6
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
は

，
チ

ー
ム

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

は
毎

回
同

席
す

る
。

規
定

に
よ

り
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
の

フ
ァ

イ
ル

を
年

1
回

以
上

は
見

直
す

必
要

が
あ

る
。

●
●

●

B
氏

8
チ

ー
ム

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
で

，
例

え
ば

，
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

と
ナ

ー
ス

で
指

摘
し

あ
う

こ
と

は
あ

る
。

●
●

B
氏

24
毎

週
水

曜
日

午
後

に
チ

ー
ム

の
レ

ビ
ュ

ー
を

し
て

い
る

。
●

●

B
氏

27
週

に
一

度
は

30
分

ほ
ど

の
短

い
管

理
的

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

を
す

る
シ

ス
テ

ム
に

な
っ

て
い

る
。

●
●

B
氏

28
週

に
1
度

の
管

理
的

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

で
は

，
同

時
に

教
育

的
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
も

す
る

。
●

●

B
氏

29
管

理
的

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

と
教

育
的

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

の
割

合
は

，
人

（
バ

イ
ジ

ー
）

に
よ

っ
て

異
な

る
。

●

B
氏

30
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
は

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

に
，

チ
ー

ム
で

起
き

た
こ

と
を

定
期

的
に

報
告

す
る

責
任

が
あ

る
。

●

B
氏

31
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

は
，

プ
ロ

グ
ラ

ム
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
こ

と
だ

。
職

種
は

様
々

だ
。

●
合

計
0

0
8

1
1

3
0

13
0

0
0

0
0

1
0
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表
5　
ケ
ベ
ッ
ク
や
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
医
療
福
祉
政
策
と
そ
の
背
景

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

の
要

約
役

割
行

為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

15

約
30

0
人

の
緩

和
ケ

ア
の

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

が
い

る
。

今
後

2
年

以
内

に
ケ

ベ
ッ

ク
の

死
亡

率
は

30
％

上
昇

す
る

予
想

で
あ

る
。

6
万

1
千

人
毎

年
ケ

ベ
ッ

ク
で

は
死

亡
し

て
い

る
。

高
齢

化
し

て
い

る
の

で
，

数
年

以
内

に
30

％
死

亡
率

が
上

昇
す

る
と

思
わ

れ
て

い
る

。
85

歳
以

上
人

口
が

大
き

く
，

4―
5
年

以
内

に
死

亡
数

が
上

昇
す

る
と

予
測

さ
れ

て
い

る
。

私
た

ち
の

カ
バ

ー
す

る
地

域
の

65
歳

以
上

人
口

は
27

％
で

あ
る

。
こ

れ
は

他
と

比
べ

て
高

い
。

ケ
ベ

ッ
ク

で
は

平
均

11
％

の
人

が
家

で
死

亡
し

て
い

る
が

，
60

％
は

病
院

で
死

亡
し

て
い

る
。

●
●

A
氏

16
ナ

ー
シ

ン
グ

ホ
ー

ム
で

の
死

は
，

20
―3

0％
で

あ
る

。
●

A
氏

17
政

府
は

，
在

宅
死

を
22

％
に

増
加

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

る
。

●

A
氏

62

私
は

，
ケ

ベ
ッ

ク
の

En
d 

of
 L

ife
 C

om
m
iss

io
n
に

属
し

て
い

る
。

自
殺

ほ
う

助
し

た
医

師
は

， 
Co

m
m
iss

io
n
に

，
患

者
が

死
亡

し
て

10
日

以
内

に
レ

ポ
ー

ト
を

提
出

す
る

。
Bi

i2
（

法
律

）
に

よ
っ

て
，

こ
の

委
員

会
は

存
在

し
て

い
る

。
こ

の
委

員
会

を
通

し
て

，
ケ

ベ
ッ

ク
の

緩
和

ケ
ア

に
つ

い
て

み
る

こ
と

は
で

き
る

。

●
●

A
氏

67
政

府
の

ヘ
ル

ス
ケ

ア
制

度
・

体
制

は
，

W
eb

で
す

べ
て

の
人

が
み

る
こ

と
が

で
き

る
。

●

A
氏

69
lo
ss
 o
f a

ut
on

om
y
の

人
た

ち
が

，
緩

和
ケ

ア
の

状
態

に
な

っ
た

ら
，

シ
ス

テ
ム

の
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
を

書
き

直
す

規
定

に
な

っ
て

い
る

。
●

●

B
氏

34
組

織
が

変
わ

る
の

は
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
の

指
示

。
高

齢
者

人
口

が
増

加
し

て
，

ケ
ア

モ
デ

ル
や

方
法

が
統

合
さ

れ
て

き
て

い
る

。
●

●

B
氏

7
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
の

フ
ァ

イ
ル

の
見

直
し

に
つ

い
て

，
国

で
決

め
ら

れ
て

い
る

の
は

，
年

1
回

で
あ

る
。

●
●

B
氏

10
重

度
の

人
も

，家
で

長
く

過
ご

す
よ

う
に

（
政

策
的

に
）

強
い

ら
れ

て
お

り
，ナ

ー
シ

ン
グ

ホ
ー

ム
で

は
な

く
て

，
在

宅
で

多
く

の
人

が
長

く
過

ご
す

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
●

B
氏

41
緩

和
ケ

ア
の

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

数
は

月
60

人
く

ら
い

に
，

も
っ

と
増

加
さ

せ
た

い
と

考
え

ら
れ

て
い

る
よ

う
だ

。
●

B
氏

42
家

で
死

亡
す

る
人

を
増

や
そ

う
と

い
う

政
策

は
あ

る
。

●
B

氏
52

カ
ナ

ダ
の

緩
和

ケ
ア

の
基

本
指

針
は

あ
る

。
●

B
氏

72

ナ
ー

シ
ン

グ
ホ

ー
ム

に
入

る
た

め
に

は
2
年

く
ら

い
待

た
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

ナ
ー

シ
ン

グ
ホ

ー
ム

は
ベ

ッ
ド

縮
小

傾
向

で
あ

る
。

州
は

，
進

行
性

の
病

気
の

終
末

期
で

も
最

期
ま

で
在

宅
で

過
ご

せ
る

よ
う

に
，

ホ
ー

ム
ケ

ア
に

予
算

を
多

く
分

配
し

て
き

て
い

る
。

●
●

B
氏

73
こ

の
あ

た
り

の
地

域
で

は
，

70
―8

0％
が

病
院

で
，

20
％

が
ナ

ー
シ

ン
グ

ホ
ー

ム
で

，
10

％
―1

5％
が

自
宅

で
最

期
を

迎
え

て
い

る
。

●

B
氏

74
モ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

の
CL

SC
は

在
宅

死
の

増
加

に
力

を
入

れ
，

緩
和

ケ
ア

の
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
の

35
―4

0％
は

在
宅

死
に

持
っ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

緩
和

ケ
ア

の
定

義
は

あ
い

ま
い

だ
が

，
と

に
か

く
在

宅
死

の
増

加
を

試
み

て
い

る
。

●

B
氏

76

 M
ou

nt
 S

in
ai

病
院

に
あ

る
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

と
CL

SC
は

連
携

し
て

働
い

て
お

り
，

心
強

い
。

M
ou

nt
 S

in
ai

病
院

に
あ

る
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

は
，

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ケ
ア

チ
ー

ム
と

連
絡

を
密

に
し

て
働

い
て

い
る

。
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
は

な
る

べ
く

長
い

間
在

宅
で

GP
の

ケ
ア

の
も

と
に

過
ご

し
な

が
ら

，
い

ざ
と

い
う

と
き

は
 M

ou
nt

 S
in
ai

病
院

に
あ

る
緩

和
ケ

ア
ユ

ニ
ッ

ト
に

ス
ム

ー
ズ

に
入

院
で

き
る

仕
組

み
に

な
っ

て
い

る
。

●

合
計

0
0

0
0

0
0

0
1

1
2

1
11

4
2

0
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表
6　
死
に
対
す
る
市
民
の
意
向
と
そ
の
対
応

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

の
要

約
役

割
行

為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

17
多

く
の

市
民

が
在

宅
死

を
希

望
し

て
い

る
。

在
宅

死
の

希
望

は
大

き
な

運
動

に
な

っ
て

い
る

。
●

●

A
氏

18

死
亡

す
る

24
―4

8
時

間
前

ま
で

在
宅

で
み

る
こ

と
は

で
き

る
。

こ
の

よ
う

な
人

た
ち

を
在

宅
死

の
統

計
に

入
れ

れ
ば

，
11

％
以

上
に

な
る

。
家

で
死

ぬ
と

，
配

偶
者

や
家

族
に

死
の

印
を

残
す

こ
と

に
な

る
の

で
，

家
で

最
期

を
迎

え
た

が
ら

な
い

人
が

多
い

。
で

き
る

だ
け

な
が

く
家

に
い

て
，最

期
は

施
設

に
行

き
た

が
る

。
だ

か
ら

病
院

な
ど

に
移

送
す

る
こ

と
も

必
要

に
な

る
。

CL
SC

は
緩

和
ケ

ア
病

棟
と

連
携

し
て

仕
事

を
し

，
そ

の
人

が
希

望
す

る
と

こ
ろ

で
死

ぬ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

し
て

い
る

。
ど

こ
で

死
に

た
い

か
，

本
人

や
家

族
に

聞
き

，
な

る
べ

く
希

望
に

か
な

え
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

●
●

●
●

B
氏

11
人

々
は

死
を

恐
れ

て
い

る
。

死
の

怖
れ

に
つ

い
て

の
認

識
を

変
え

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

，
も

っ
と

長
く

在
宅

で
い

ら
れ

る
と

思
う

。
●

●
●

●

B
氏

13
人

生
の

最
期

に
つ

い
て

市
民

が
考

え
る

こ
と

は
，

文
化

的
な

変
化

で
あ

る
と

思
う

。
●

●
●

●

B
氏

14
本

人
と

家
族

で
は

，
死

に
対

し
て

認
識

に
差

が
あ

る
。

ひ
と

は
，

安
全

な
場

所
で

死
に

た
い

と
思

う
。

●
●

●

B
氏

15

死
に

直
面

し
た

人
が

身
近

に
い

た
ら

，
ス

ト
レ

ス
で

は
あ

る
。

支
援

者
が

死
に

ゆ
く

人
と

家
族

を
支

援
す

る
能

力
が

十
分

で
な

け
れ

ば
よ

い
支

援
は

で
き

な
い

。
支

援
者

が
，

死
に

つ
い

て
言

葉
に

す
る

の
を

躊
躇

し
て

い
る

よ
う

で
は

，
良

い
支

援
に

は
つ

な
が

ら
な

い
。

●
●

●
●

●
●

●

B
氏

16

市
民

は
死

を
恐

れ
て

い
る

が
，

ど
う

な
っ

て
い

く
か

わ
か

ら
な

い
か

ら
怖

い
の

だ
と

思
う

。
今

日
何

を
す

る
の

か
自

分
で

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
と

な
れ

ば
，

ha
pp

y
で

あ
る

。
将

来
起

こ
る

こ
と

に
つ

い
て

，
可

能
な

限
り

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
と

考
え

ら
れ

れ
ば

，（
ha

pp
y
な

状
態

で
）

生
き

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
と

思
う

。

●
●

●
●

B
氏

20
死

は
タ

ブ
ー

で
あ

り
，

人
々

は
死

に
対

し
て

準
備

し
て

い
な

い
。

現
状

で
は

ナ
ー

シ
ン

グ
ホ

ー
ム

は
，

良
い

選
択

肢
で

あ
る

。
ス

タ
ッ

フ
は

緩
和

ケ
ア

に
対

し
て

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
受

け
て

い
る

。
●

●
●

B
氏

21

死
に

つ
い

て
話

す
の

は
，

個
々

人
の

や
り

方
が

あ
る

。
私

は
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
に

正
直

で
あ

る
べ

き
だ

と
思

う
。

終
末

期
に

家
か

ら
（

ナ
ー

シ
ン

グ
ホ

ー
ム

な
ど

へ
）

引
っ

越
す

こ
と

は
，

人
に

よ
っ

て
は

大
変

な
負

担
で

あ
る

。
ど

こ
に

も
行

き
た

く
な

い
と

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

が
言

っ
た

ら
，

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

の
意

思
を

尊
重

し
，

訪
問

を
続

け
る

。

●
●

●
●

B
氏

57
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

な
ど

の
ゆ

っ
く

り
進

ん
で

い
く

病
気

の
ひ

と
に

つ
い

て
は

，
ベ

ッ
ド

に
寝

た
き

り
く

ら
い

の
A
D
L
に

な
っ

て
か

ら
，

私
は

死
に

つ
い

て
聞

き
，

語
る

。
●

●
●

●

合
計

0
6

3
9

6
1

0
0

0
9

2
0

3
0

0
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イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

の
要

約
役

割
行

為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

19
大

き
な

問
題

は
，

十
分

な
緩

和
ケ

ア
が

で
き

て
い

な
い

こ
と

だ
。

慢
性

的
な

病
気

を
も

つ
人

々
に

対
し

て
，

病
気

を
治

す
た

め
の

ア
プ

ロ
ー

チ
で

は
な

く
て

，
緩

和
ケ

ア
ア

プ
ロ

ー
チ

に
転

換
す

べ
き

だ
。

●
●

●
●

●

A
氏

20

年
齢

に
か

か
わ

ら
ず

，
死

に
つ

い
て

考
え

る
必

要
は

な
い

と
思

っ
て

い
る

人
も

い
る

の
は

シ
ョ

ッ
ク

だ
。

 8
0 ―

90
歳

に
な

っ
て

や
っ

と
死

に
つ

い
て

語
り

始
め

る
と

き
，

本
人

と
家

族
に

死
に

つ
い

て
準

備
を

促
す

こ
と

に
な

る
。

Q
ue

be
c 

ad
va

nc
ed

 c
ar

e 
pl
an

ni
ng

が
始

ま
っ

て
い

る
。

ad
va

nc
ed

 c
ar

e 
pl
an

ni
ng

は
医

療
処

置
の

内
容

を
含

ん
で

い
る

。

●
●

●

A
氏

33

本
人

と
ケ

ア
ギ

バ
ー

で
，終

末
期

を
ど

う
迎

え
る

か
，意

見
が

違
う

こ
と

は
あ

る
。

老
々

介
護

で
介

護
者

が
身

体
的

に
も

心
理

的
に

も
大

変
な

時
は

あ
る

。
SW

は
，

本
人

と
ケ

ア
ギ

バ
ー

を
社

会
資

源
を

用
い

て
支

援
す

る
。

二
人

と
も

私
た

ち
の

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

に
な

る
。

場
合

に
よ

っ
て

は
，

ケ
ア

ギ
バ

ー
の

ほ
う

が
先

に
亡

く
な

る
場

合
も

あ
る

。

●
●

A
氏

34
緩

和
ケ

ア
の

経
験

の
あ

る
医

師
は

少
な

く
，

患
者

は
緩

和
ケ

ア
を

受
け

る
の

に
待

た
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

医
師

の
養

成
は

大
き

な
問

題
で

あ
り

，
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

の
活

用
に

は
問

題
が

あ
る

。
●

●

A
氏

35
認

知
症

の
人

も
多

く
在

宅
死

を
希

望
し

て
お

り
，

彼
ら

が
在

宅
で

亡
く

な
れ

る
よ

う
に

，
ホ

ー
ム

ケ
ア

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
は

訓
練

す
べ

き
で

あ
る

。
●

●
●

●
●

A
氏

36
緩

和
ケ

ア
は

が
ん

だ
け

で
な

く
，

慢
性

的
な

疾
患

に
も

統
合

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
特

別
な

病
気

が
な

く
て

も
，

90
代

の
高

齢
者

に
は

緩
和

ケ
ア

は
必

要
。

緩
和

ケ
ア

は
人

生
に

お
別

れ
を

言
い

，
人

生
に

答
え

を
出

す
た

め
に

必
要

と
思

う
。

●
●

●

A
氏

37

あ
る

調
査

に
よ

る
と

，
30

％
の

人
は

交
通

事
故

や
急

性
心

疾
患

な
ど

で
緩

和
ケ

ア
を

必
要

と
し

な
い

が
，

60
―7

0％
の

人
は

慢
性

疾
患

や
高

齢
な

ど
の

理
由

で
緩

和
ケ

ア
を

必
要

と
し

て
い

る
。

こ
う

し
た

人
々

に
緩

和
ケ

ア
を

提
供

す
る

こ
と

は
ホ

ー
ム

ケ
ア

チ
ー

ム
に

と
っ

て
も

課
題

に
な

っ
て

い
る

。

●
●

A
氏

38

私
た

ち
は

30
0
人

の
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
に

対
応

し
て

い
る

が
，

緩
和

ケ
ア

を
必

要
と

し
て

い
る

人
は

も
っ

と
い

る
と

思
う

。
緩

和
ケ

ア
が

ど
ん

な
も

の
か

理
解

さ
れ

て
い

な
い

の
で

，
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
も

難
し

い
。

終
末

期
ケ

ア
が

緩
和

ケ
ア

だ
と

思
っ

て
い

る
人

は
多

い
。

緩
和

ケ
ア

は
も

っ
と

広
い

概
念

で
あ

る
か

ら
，

治
療

が
難

し
い

状
況

に
な

っ
て

い
れ

ば
，

ヘ
ル

ス
ケ

ア
ア

プ
ロ

ー
チ

を
切

り
替

え
る

べ
き

だ
。

●
●

●
●

A
氏

39
医

療
チ

ー
ム

が
ギ

ア
チ

ェ
ン

ジ
で

き
な

い
の

は
問

題
だ

と
思

っ
て

い
る

。
一

般
人

が
，

終
末

期
ケ

ア
が

緩
和

ケ
ア

だ
と

思
っ

て
い

る
の

も
問

題
だ

。
●

●
●

●

A
氏

40
緩

和
ケ

ア
の

普
及

の
た

め
に

，
私

は
多

く
の

一
般

公
演

を
行

っ
て

い
る

。
●

●
●

●

A
氏

41

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
と

の
関

係
に

お
い

て
。

医
師

が
緩

和
ケ

ア
を

提
供

し
た

が
ら

な
い

の
も

問
題

。
慢

性
疾

患
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
緩

和
ケ

ア
ア

プ
ロ

ー
チ

へ
と

統
合

す
る

こ
と

が
重

要
だ

が
，

ホ
ー

ム
ケ

ア
で

も
病

院
で

も
あ

ま
り

で
き

て
い

な
い

。
ホ

ー
ム

ケ
ア

の
フ

ロ
ン

ト
ワ

ー
カ

ー
の

多
く

は
，

認
知

症
の

人
は

ナ
ー

シ
ン

グ
ホ

ー
ム

に
行

く
べ

き
だ

と
い

う
。

●
●

●
●

●
●

A
氏

45
十

分
な

ホ
ー

ム
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
を

予
算

的
に

提
供

で
き

な
い

の
も

問
題

だ
。

週
に

最
大

21
時

間
の

ホ
ー

ム
ケ

ア
サ

ー
ビ

ス
し

か
提

供
で

き
な

い
。

政
府

は
21

時
間

の
費

用
し

か
出

さ
な

い
の

で
，

N
PO

に
働

き
か

け
て

い
る

。
●

●
●

●
●

●

A
氏

47
ナ

ー
ス

の
サ

ー
ビ

ス
が

必
要

な
人

は
，

24
時

間
週

7
日

ナ
ー

ス
と

電
話

で
話

す
こ

と
が

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
は

あ
る

。
緩

和
ケ

ア
の

訓
練

を
受

け
た

ナ
ー

ス
で

あ
る

。
こ

れ
は

，
CL

SC
以

外
の

サ
ー

ビ
ス

で
あ

る
。

●
●

A
氏

48
CL

SC
は

週
21

時
間

の
サ

ー
ビ

ス
し

か
対

応
で

き
な

い
か

ら
，

ほ
か

の
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
家

族
と

話
し

合
う

こ
と

は
あ

る
。

●
●

●

表
7　
緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
問
題
と
対
応
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大賀　有記・木戸　宜子・小原　眞知子・福山　和女
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
内

容
の

要
約

役
割

行
為

社
会

的
位

置
に

関
連

す
る

シ
ス

テ
ム

規
範

期
待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

53

意
思

決
定

に
は

文
化

的
方

法
の

影
響

が
大

き
い

。
わ

れ
わ

れ
は

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

の
文

化
に

つ
い

て
理

解
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
家

族
に

よ
っ

て
は

，
死

に
つ

い
て

語
り

た
く

な
い

場
合

も
あ

る
。

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

（
と

家
族

）
が

死
を

受
け

容
れ

て
い

く
ペ

ー
ス

を
大

事
に

す
べ

き
で

，
フ

ロ
ン

ト
ワ

ー
カ

ー
た

ち
は

彼
ら

を
支

援
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

が
，

難
し

い
場

合
も

あ
る

。
わ

れ
わ

れ
は

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

の
信

念
を

尊
重

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
か

ら
。

●
●

●
●

●
●

●

A
氏

63
ケ

ベ
ッ

ク
州

は
広

く
，

人
口

の
少

な
い

地
域

に
緩

和
ケ

ア
を

提
供

で
き

る
よ

う
に

す
る

に
は

課
題

が
あ

る
。

●

A
氏

64
CI

SS
S
は

，
緩

和
ケ

ア
方

針
を

書
く

義
務

を
負

っ
て

い
る

。
●

A
氏

65
十

分
な

緩
和

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
た

め
に

は
，

人
口

1
万

人
に

緩
和

ケ
ア

病
棟

の
緩

和
ケ

ア
ベ

ッ
ト

が
１

床
必

要
と

さ
れ

て
い

る
。

わ
れ

わ
れ

の
人

口
15

万
人

の
地

域
で

い
え

ば
，

少
な

く
て

も
12

ベ
ッ

ト
必

要
で

あ
る

。
●

●

A
氏

66
ナ

ー
シ

ン
グ

ホ
ー

ム
の

緩
和

ケ
ア

に
つ

い
て

も
，

見
直

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
考

え
て

い
る

。
●

●
●

●

A
氏

68
十

分
な

緩
和

ケ
ア

が
提

供
で

き
て

い
な

い
地

域
が

あ
る

の
で

，
デ

ー
タ

分
析

し
て

適
切

な
緩

和
ケ

ア
を

提
供

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
●

●
●

A
氏

70

緩
和

ケ
ア

が
必

要
だ

と
思

っ
て

い
な

い
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
に

対
し

て
，

そ
の

必
要

性
を

理
解

し
て

も
ら

う
こ

と
は

必
要

。
ス

タ
ッ

フ
に

緩
和

ケ
ア

を
教

育
す

る
こ

と
も

必
要

。
そ

し
て

，
彼

ら
が

ホ
ー

ム
ケ

ア
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

予
算

を
確

保
し

て
い

く
こ

と
は

重
要

。

●
●

●
●

●
●

●

A
氏

71
緩

和
ケ

ア
の

ス
タ

ッ
フ

教
育

・
市

民
教

育
は

難
し

く
ス

ト
レ

ス
で

あ
る

。
医

師
た

ち
は

治
療

し
た

が
る

の
で

，
患

者
に

緩
和

の
時

期
が

来
て

い
る

と
は

言
い

に
く

い
。

早
く

，
文

化
的

な
変

革
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
っ

て
い

る
。

●
●

●
●

●

A
氏

71
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

の
ワ

ー
カ

ー
に

緩
和

ケ
ア

や
病

気
別

の
死

期
に

つ
い

て
，

話
し

た
こ

と
が

あ
る

。
●

●

A
氏

72
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
が

緩
和

ケ
ア

が
必

要
に

な
る

前
に

，
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

の
ワ

ー
カ

ー
た

ち
が

終
末

期
に

つ
い

て
話

し
合

う
こ

と
を

支
援

し
て

い
る

。
こ

れ
は

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
の

ワ
ー

カ
ー

た
ち

へ
の

訓
練

で
も

あ
る

。
●

●

A
氏

75
緩

和
ケ

ア
や

A
CP

を
一

般
市

民
の

間
に

も
浸

透
さ

せ
る

こ
と

は
大

き
な

課
題

と
思

っ
て

い
る

。
●

●
●

A
氏

77
患

者
本

人
が

，
さ

ま
ざ

ま
な

角
度

か
ら

Q
O
L
に

つ
い

て
が

考
え

ら
れ

る
よ

う
に

支
援

し
，

み
ず

か
ら

の
Q
O
L
の

定
義

が
で

き
る

よ
う

に
働

き
か

け
て

い
る

。
●

●
●

●

A
氏

78
緩

和
ケ

ア
の

時
期

は
，

時
間

が
限

ら
れ

て
い

る
の

で
解

決
す

べ
き

問
題

を
焦

点
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

死
で

は
な

く
て

，
生

き
る

プ
ロ

セ
ス

に
焦

点
を

当
て

て
い

く
。

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

と
と

も
に

 b
uc

ke
t l

ist
（

 th
ei
r 
w
ish

 li
st
）
を

つ
く

る
。

●
●

●
●

A
氏

79

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

で
は

，
Q
O
L
に

つ
い

て
よ

く
話

し
合

う
。

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

が
選

択
し

た
生

活
が

で
き

て
い

る
か

が
問

題
。

緩
和

ケ
ア

を
選

択
せ

ず
治

療
を

望
ん

だ
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
の

意
思

は
尊

重
で

き
て

い
る

か
，

緩
和

ケ
ア

を
選

択
し

た
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
に

は
十

分
な

緩
和

ケ
ア

が
提

供
さ

れ
て

い
る

か
な

ど
。

Bi
ll2

（
法

律
）

が
ケ

ベ
ッ

ク
の

主
な

自
律

性
の

メ
イ

ン
の

価
値

に
な

っ
て

い
る

。

●
●

●

A
氏

86
州

の
緩

和
ケ

ア
の

委
員

会
で

は
，

緩
和

ケ
ア

の
利

用
者

数
の

推
移

を
み

て
い

る
。

●

B
氏

63

ひ
と

に
よ

っ
て

，
見

方
は

違
う

。
他

者
の

価
値

を
受

け
容

れ
ら

れ
な

い
と

き
は

あ
る

。
宗

教
上

の
価

値
，
個

人
的

な
価

値
，
家

族
の

価
値

，
文

化
的

な
価

値
な

ど
，

難
し

い
。M

ed
ic
al
 a
id
 fo

r 
dy

in
g
に

つ
い

て
も

人
々

の
意

見
は

異
な

っ
て

い
る

。
ま

た
，

在
宅

死
を

よ
し

と
し

な
い

人
も

い
る

。
私

た
ち

の
機

関
の

価
値

は
，

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

が
な

る
べ

く
長

い
間

自
宅

療
養

で
き

る
よ

う
勇

気
づ

け
る

こ
と

だ
。

●
●

●
●
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イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

の
要

約
役

割
行

為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

B
氏

71
緩

和
ケ

ア
の

基
礎

知
識

は
皆

が
持

つ
べ

き
だ

と
思

う
。

長
く

家
で

過
ご

す
と

い
う

こ
と

は
，

家
で

死
ぬ

と
い

う
こ

と
だ

。
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
が

在
宅

で
な

る
べ

く
快

適
に

す
ご

す
た

め
に

，
ス

タ
ッ

フ
の

教
育

に
力

を
入

れ
て

い
る

。
●

●
●

●

B
氏

26
ど

こ
で

生
活

し
た

い
か

は
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
の

選
択

で
，

チ
ー

ム
成

員
は

そ
れ

を
支

援
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
し

か
し

，
そ

れ
が

他
職

種
か

ら
見

る
と

，
難

し
い

場
合

は
あ

る
。

●
●

B
氏

12
病

院
や

家
，

ど
こ

に
い

て
も

よ
い

ケ
ア

が
受

け
ら

れ
る

必
要

が
あ

る
。

●
●

B
氏

22
独

居
や

老
老

世
帯

の
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
の

家
に

い
た

い
と

い
う

ニ
ー

ズ
と

，
放

置
さ

れ
た

よ
う

な
状

態
で

死
亡

す
る

リ
ス

ク
回

避
に

つ
い

て
の

バ
ラ

ン
ス

は
難

し
い

。
●

●
●

●
●

B
氏

46
在

宅
死

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

は
，

チ
ャ

レ
ン

ジ
だ

。
緩

和
ケ

ア
に

お
け

る
危

機
と

は
，

家
族

が
ス

ト
レ

ス
を

感
じ

る
こ

と
，

悲
嘆

す
る

こ
と

だ
と

思
う

。
●

●
●

B
氏

47

悲
嘆

は
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
る

か
も

し
れ

な
い

。
他

の
危

機
は

，
家

族
が

責
任

を
負

い
た

く
な

く
な

る
こ

と
。

特
に

娘
が

介
護

者
と

し
て

役
割

を
果

た
す

よ
う

に
求

め
ら

れ
る

傾
向

は
あ

る
。

フ
ル

タ
イ

ム
で

仕
事

を
し

て
い

た
り

，
自

分
の

家
族

が
い

た
り

，
同

居
し

て
い

な
く

て
も

，
娘

に
は

介
護

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
娘

の
収

入
で

生
活

し
て

い
る

家
族

に
と

っ
て

も
介

護
は

危
機

で
あ

る
。

●
●

●
●

B
氏

47
家

族
間

の
意

見
が

合
わ

な
い

こ
と

も
問

題
で

，
虐

待
に

つ
な

が
る

可
能

性
も

あ
る

。
同

居
者

が
い

て
も

仲
が

悪
け

れ
ば

ケ
ア

を
し

な
い

こ
と

も
危

機
で

あ
る

。
心

理
社

会
的

な
問

題
は

終
末

期
の

生
活

も
混

乱
さ

せ
る

。
●

●
●

●

B
氏

48
身

体
的

な
苦

痛
も

危
機

に
な

る
。

死
は

語
り

に
く

い
。

死
を

受
け

容
れ

る
の

は
感

情
的

に
難

し
く

，
怒

り
，

サ
ポ

ー
ト

を
得

る
こ

と
も

難
し

く
，

そ
れ

が
危

機
に

も
な

る
。

●
●

●
●

B
氏

62
緩

和
ケ

ア
領

域
で

，
い

い
ケ

ア
が

で
き

て
い

れ
ば

，
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
は

死
を

望
ま

な
い

で
し

ょ
う

。
●

●
●

●
●

B
氏

75
世

の
中

は
忙

し
す

ぎ
て

，
家

族
も

仕
事

で
忙

し
い

。
在

宅
で

最
期

を
迎

え
よ

う
と

す
る

と
き

に
，

ど
う

し
た

ら
い

い
の

か
と

い
う

こ
と

は
多

々
あ

る
。

●
●

合
計

2
20

7
16

22
9

0
6

6
16

7
9

15
4

0

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

の
要

約
役

割
行

為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

21
昨

年
A
CP

の
シ

ス
テ

ム
が

新
し

く
な

っ
て

，
患

者
は

自
分

の
意

思
を

サ
イ

ン
す

る
と

，
政

府
に

送
り

，
政

府
は

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
に

入
力

す
る

。
ケ

ベ
ッ

ク
の

医
師

は
そ

の
A
CP

を
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

で
確

認
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
●

●

A
氏

22
A
CP

が
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

で
管

理
さ

れ
て

い
る

の
は

カ
ナ

ダ
の

う
ち

ケ
ベ

ッ
ク

だ
け

で
，

ほ
か

の
地

域
は

当
事

者
が

自
分

で
保

管
し

て
い

る
こ

と
が

多
い

。
●

A
氏

23

A
CP

は
場

合
に

よ
っ

て
は

20
―3

0
年

前
の

健
康

な
時

に
書

か
れ

て
い

た
か

も
し

れ
な

い
の

で
，

現
在

の
意

思
を

確
認

す
る

の
が

SW
の

役
割

に
な

っ
て

い
る

。
本

人
と

ケ
ア

ギ
バ

ー
の

意
思

が
尊

重
さ

れ
る

よ
う

な
決

定
に

参
加

で
き

る
よ

う
に

SW
は

ア
セ

ス
メ

ン
ト

す
る

。

●
●

●

A
氏

24
SW

は
，

当
事

者
が

葛
藤

や
虐

待
が

な
い

状
態

で
，

A
CP

の
ベ

ス
ト

な
決

定
が

で
き

て
い

る
か

ア
セ

ス
メ

ン
ト

す
る

。
●

●
●

●

表
8　
A
C
P
と
m
ed
ic
al
 a
id
 in
 d
yi
ng
に
伴
う
問
題
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イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
内

容
の

要
約

役
割

行
為

社
会

的
位

置
に

関
連

す
る

シ
ス

テ
ム

規
範

期
待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

42
尊

厳
死

法
が

で
き

て
，

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
ワ

ー
カ

ー
た

ち
は

，
薬

に
よ

る
自

殺
ほ

う
助

に
つ

い
て

倫
理

的
問

題
を

抱
え

て
い

る
。

自
分

た
ち

が
対

応
す

べ
き

か
，

ほ
か

の
チ

ー
ム

に
任

せ
た

ほ
う

が
い

い
の

か
困

難
を

抱
え

て
い

る
。

●
●

●
●

A
氏

43
ど

ん
な

ケ
ア

を
す

べ
き

か
，

チ
ー

ム
内

で
方

針
が

異
な

る
場

合
が

あ
る

。
認

知
症

が
進

ん
で

食
べ

ら
れ

な
く

な
っ

た
場

合
，

胃
ろ

う
を

作
る

か
ど

う
か

，
な

ど
で

あ
る

。
こ

れ
は

文
化

的
な

問
題

で
あ

る
。

●
●

●

A
氏

60
医

師
に

よ
る

自
殺

ほ
う

助
に

対
し

て
は

，
特

別
な

ス
タ

ッ
フ

支
援

チ
ー

ム
が

あ
る

。
チ

ー
ム

は
き

ち
ん

と
評

価
し

て
く

れ
る

医
師

を
紹

介
し

て
く

れ
る

。
●

●

A
氏

61
尊

厳
死

に
つ

い
て

は
，

こ
こ

1
年

程
度

の
問

題
で

あ
る

。
こ

の
チ

ー
ム

も
1
年

位
前

か
ら

稼
働

し
て

い
る

。
●

A
氏

80

認
知

症
の

妻
を

夫
が

殺
害

す
る

事
件

が
あ

っ
た

。
夫

は
，

妻
の

m
ed

ic
al
 a

id
 in

 
dy

in
g 

を
求

め
た

が
，

本
人

の
意

思
が

確
認

で
き

な
い

た
め

，
ケ

ベ
ッ

ク
州

は
そ

の
訴

え
を

認
め

な
か

っ
た

。
ベ

ル
ギ

ー
の

よ
う

に
，

本
人

の
意

思
を

事
前

に
書

き
残

し
て

お
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

●
●

●
●

●

A
氏

81

数
週

間
前

，
自

分
で

意
思

決
定

が
で

き
る

間
に

m
ed

ic
al
 a
id
 in

 d
yi
ng

 を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

よ
う

と
い

う
議

論
が

あ
っ

た
。

認
知

症
の

患
者

の
家

族
が

m
ed

ic
al
 a

id
 in

 d
yi
ng

 を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

と
い

う
議

論
も

あ
る

。
認

知
症

に
な

っ
た

ら
，

Q
O
L
は

な
い

の
か

と
い

う
議

論
も

あ
る

。
m
ed

ic
al
 

ai
d 

in
 d

yi
ng

 を
求

め
る

の
は

，
家

族
な

の
か

，
ケ

ア
チ

ー
ム

な
の

か
と

い
う

議
論

も
あ

る
。

●
●

A
氏

81

m
ed

ic
al
 a
id
 in

 d
yi
ng

 に
は

，6
つ

の
基

準
が

あ
る

。1
8歳

以
上

の
大

人
で

あ
り

，
自

分
で

意
思

決
定

が
で

き
る

，
同

意
が

で
き

る
，

治
癒

不
可

能
な

進
行

性
の

疾
患

で
あ

る
，

治
療

法
が

な
い

。
認

知
症

は
ど

う
か

？
我

々
は

認
知

症
の

人
の

考
え

を
正

確
に

は
把

握
で

き
な

い
。

●
●

A
氏

82
家

族
間

で
意

見
が

違
っ

た
ら

ど
う

す
る

か
？

な
ど

，
m
ed

ic
al
 a

id
 in

 d
yi
ng

 に
は

，
た

く
さ

ん
の

倫
理

的
な

問
題

が
あ

る
。

m
ed

ic
al
 a

id
 in

 d
yi
ng

 の
倫

理
的

課
題

に
つ

い
て

は
，

議
論

し
続

け
る

必
要

が
あ

る
。

●
●

●

A
氏

83
m
ed

ic
al
 a
id
 in

 d
yi
ng

 に
は

2
人

の
医

師
が

関
わ

る
。

 
●

A
氏

84
寝

た
き

り
に

な
ら

な
い

う
ち

に
m
ed

ic
al
 a

id
 in

 d
yi
ng

を
希

望
す

る
患

者
も

い
る

。
●

●

A
氏

85
m
ed

ic
al
 a

id
 in

 d
yi
ng

を
希

望
し

た
患

者
の

ほ
と

ん
ど

は
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

に
よ

り
ケ

ア
さ

れ
て

い
て

，
m
ed

ic
al
 a

id
 in

 d
yi
ng

は
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

に
よ

っ
て

実
施

さ
れ

て
い

る
。

●
●

●

A
氏

88
ケ

ベ
ッ

ク
市

で
は

，
m
ed

ic
al
 a

id
 in

 d
yi
ng

に
対

応
す

る
，

も
っ

と
た

く
さ

ん
の

医
師

が
い

る
。

●
●

B
氏

58

チ
ー

ム
内

の
ス

タ
ッ

フ
で

，
本

人
や

家
族

の
状

況
や

ケ
ア

の
目

標
，

予
想

で
き

る
状

況
な

ど
を

を
た

く
さ

ん
話

し
合

え
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

 A
CP

の
ひ

と
つ

と
も

い
え

る
，

m
ed

ic
al
 a

id
 in

 d
yi
ng

 la
w
 は

，
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
意

見
を

ど
う

取
り

入
れ

て
，

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

の
リ

ク
エ

ス
ト

に
寄

与
す

る
か

，
話

し
合

っ
て

準
備

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

医
療

職
が

m
ed

ic
al
 a

id
 in

 d
yi
ng

を
行

う
が

，
医

療
職

は
他

の
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
意

見
も

重
視

し
て

い
る

。

●
●

●
●

●

B
氏

59

家
族

成
員

に
は

そ
れ

ぞ
れ

の
価

値
観

が
あ

り
，

本
人

が
望

ん
で

も
，

家
族

は
m
ed

ic
al
 a

id
 in

 d
yi
ng

は
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
と

い
う

こ
と

も
あ

る
。

家
族

は
怒

っ
た

り
，

か
な

し
ん

だ
り

す
る

。
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

と
し

て
は

，
家

族
を

支
援

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

，
こ

ん
な

問
題

も
起

き
て

い
る

。

●
●

B
氏

61
チ

ー
ム

の
専

門
職

に
は

そ
れ

ぞ
れ

異
な

っ
た

意
見

が
あ

り
価

値
も

あ
る

。
例

え
ば

，
m
ed

ic
al
 a
id
 in

 d
yi
ng

に
同

意
し

な
い

専
門

職
も

い
る

で
し

ょ
う

。
●

●

合
計

0
2

2
6

5
4

0
0

4
6

1
13

3
3

0
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もかかわらず家族が希望する場合など，倫理的な課題は

大きいとされる。またmedical aid in dyingは一般に緩

和ケアチームによって実施されていること，専門職の中

でもmedical aid in dyingを受け容れられない人がいる

ことが語られていた。

　ソーシャルワーカーの社会的位置については，制度

（・政策）サブシステム，地域文化サブシステム，クラ

イエントサブシステム，の影響が大きく見受けられた。

medical aid in dying lawは，従うべき規範であるが，

特に地域文化に関連した問題があることがうかがわれた。

8．独居者の在宅看取り（表9）

　独居者の在宅看取りについては，孤立した状況で死亡

するのはよくないとの考えのもと，基本的にはクライエ

ントの意思尊重をしつつも，安全確保ができなくなった

時点で病院や施設に入るとされている。独居者の多くは

裕福ではないため，CLSC以外の民間サポートを入れる

ことが難しく，独居者の在宅死はチャレンジであると語

られていた。

　ソーシャルワーカーの社会的位置については，社会資

源サブシステムとクライエントサブシステムおよび地域

文化サブシステムについて多く語られていた。社会資源

が充実すれば独居者の在宅死も実現しやすいのではない

かという思考がうかがわれる。一方，独居者の在宅看取

りには，文化的な影響も多分にはらんでいるといえる。

9．ソーシャルワークと緩和ケアの関連（表10）

　両者は似た能力を必要とするが，緩和ケアのほうが死

や悲嘆，喪失等に対して高い専門知識が必要と語られて

いた。ソーシャルワーカーの社会的位置については，主

に専門情報サブシステムと専門家集団サブシステムにつ

いて触れられていた。

10．ユダヤ系の人々へのケア（表11）

　ユダヤ系の人々は生きていることを重視しmedical 

aid in dyingを希望する人は多くないこと，ホロコース

トの体験がトラウマになっていること，教会であるシナ

ゴーク，宗教者であるラビ，との関係を保っていること，

Jewish General病院の医師たちはmedical aid in dying

に反対していること，などが説明されていた。ソーシャ

ルワーカーの社会的位置については，地域文化サブシス

テム，クライエントシステムについて，多く触れられて

いた。クライエントに多いユダヤ系の人々の死生観を十

分理解して支援に当たる必要性がうかがわれた。

11．喪失への支援（表12）

　グリーフ理論を参考にした支援について述べられてい

る一方で，喪失に直面している家族の本人への接し方に

ついて話し合わなければならないとの指摘があった。

ソーシャルワーカーの社会的位置については，専門情報

サブシステムについて多く語られていた。

12．アセスメント（表13）

　CLCSで用いられているアセスメントについての説明

であった。ソーシャルワーカーの社会的位置については，

専門情報サブシステムについて語られていた。

13． CLSCのスタッフの苦しみとそのサポート（表14）

　フロントラインで働く専門職たちは，クライエントの

意思尊重が第一と思っていても，治療を拒否して苦しむ

クライエントの様子を見ているのはつらい，という感情

をもつことはA氏から話された。また，チームメンバー

が死を避けるような雰囲気になることがあることや，終

末期ケアに臨んでバーンアウトしやすいといったこと

はB氏から語られた。また価値についてB氏は，専門職

個人の価値に忠実でありながら倫理的であることの重要

性，クライエントに死が近づいているという真実を言わ

ないことに伴うチームメンバーの混乱について述べてい

た。クライエントと自分個人と専門職それぞれの価値に

忠実でありながら，ケアを進めることの重要性について

意見をもっていた。またメンバーサポートとして，チー

ムカンファレンスでのスタッフ間の感情的な支えあい，

研修，慰霊祭，CLSCより大きな組織のサポート，スー

パービジョンや緩和ケアラウンドなどがあげられてい
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表
9　
独
居
者
の
在
宅
看
取
り

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

の
要

約
役

割
行

為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

46

安
全

が
確

保
さ

れ
る

範
囲

で
，

わ
れ

わ
れ

は
，

独
居

で
あ

っ
て

も
在

宅
に

い
た

い
と

い
う

本
人

の
意

思
を

最
大

限
尊

重
す

る
が

，
意

識
障

害
が

起
き

た
り

し
た

ら
安

全
が

確
保

で
き

な
い

の
で

強
制

的
に

病
院

や
施

設
に

お
く

る
こ

と
に

な
る

。
　

●
●

●
●

●
●

A
氏

90

W
H
O

は
独

居
で

孤
立

し
た

状
態

で
死

ぬ
こ

と
を

勧
め

て
は

い
な

い
。

痛
み

が
強

く
な

っ
た

り
す

る
こ

と
も

あ
る

か
ら

だ
。

独
居

者
に

は
わ

れ
わ

れ
も

独
居

状
態

を
勧

め
な

い
が

，
そ

れ
で

も
本

人
が

独
居

を
選

択
し

た
場

合
は

，
そ

の
決

定
を

尊
重

す
る

。
少

し
で

も
 c
om

fo
rt
ab

le
に

（
苦

痛
が

な
い

よ
う

に
）

最
期

を
迎

え
ら

れ
る

よ
う

に
か

か
わ

る
。

●
●

●
●

●
●

A
氏

91
PI

E 
pr

oj
ec

tを
通

じ
て

，
独

居
で

孤
立

し
て

い
る

人
々

を
見

つ
け

出
し

，
な

る
べ

く
地

域
の

人
々

が
関

わ
れ

る
よ

う
に

働
き

か
け

て
い

る
。

●
●

●
●

●
●

A
氏

94
独

居
で

サ
ポ

ー
ト

の
な

い
人

は
多

い
が

，
彼

ら
が

家
で

生
活

す
る

に
は

サ
ポ

ー
ト

が
必

要
だ

。
●

●

B
氏

17

独
居

者
が

緩
和

ケ
ア

の
状

態
で

な
る

べ
く

長
く

家
で

過
ご

し
亡

く
な

る
こ

と
は

，
緩

和
ケ

ア
の

大
き

な
挑

戦
だ

と
思

う
。

家
族

が
い

て
，

CL
SC

が
い

て
，

予
算

に
余

裕
が

あ
っ

て
他

に
人

を
雇

う
こ

と
が

で
き

れ
ば

，
安

全
だ

が
，

独
居

者
は

そ
う

で
は

な
い

こ
と

が
多

い
。

だ
か

ら
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
あ

る
。

独
居

の
多

く
の

人
が

在
宅

生
活

を
あ

き
ら

め
て

い
る

実
情

が
あ

る
。

●
●

●

B
氏

18

だ
ん

だ
ん

病
気

が
進

ん
で

き
た

独
居

の
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
が

在
宅

を
希

望
し

て
い

る
と

き
，

な
る

べ
く

の
サ

ー
ビ

ス
を

入
れ

る
。

し
か

し
，

本
人

が
寝

て
い

る
時

間
が

多
く

な
り

，
我

々
の

訪
問

に
応

え
ら

れ
な

っ
た

と
き

，
在

宅
生

活
は

難
し

く
な

っ
た

例
が

あ
る

。

●
●

●

B
氏

19
独

居
で

あ
っ

た
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
は

，
傾

眠
傾

向
が

続
き

，
独

居
で

過
ご

す
の

が
危

険
に

な
っ

た
時

，
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

で
あ

る
私

と
話

し
合

っ
て

ホ
ー

ム
に

入
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
。

●
●

●
●

B
氏

43
CL

SC
で

担
当

し
て

い
る

ケ
ー

ス
で

，独
居

者
の

数
は

そ
れ

ほ
ど

多
く

は
な

い（
家

族
と

同
居

し
て

い
る

人
の

ほ
う

が
多

い
）。

●
●

B
氏

45
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ポ

ー
ト

の
な

い
独

居
の

人
は

い
る

。
そ

う
い

っ
た

人
が

家
で

死
ぬ

こ
と

は
大

き
な

チ
ャ

レ
ン

ジ
だ

と
思

う
。

痛
み

や
苦

痛
が

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
か

が
，

独
居

者
の

在
宅

死
の

実
現

の
課

題
の

ひ
と

つ
で

あ
る

と
思

う
。

●
●

●
●

合
計

0
1

4
7

5
2

0
2

0
5

1
2

7
0

0
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表
10
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
緩
和
ケ
ア
の
関
連

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

の
要

約
役

割
行

為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

B
氏

54
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
と

緩
和

ケ
ア

の
違

い
は

，
ge

ne
ra

lis
t 
ap

pr
oa

ch
に

あ
る

と
思

う
。

緩
和

ケ
ア

は
，

死
に

つ
い

て
の

事
象

を
扱

う
。

緩
和

ケ
ア

の
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
に

は
時

間
が

短
い

。
●

B
氏

55

ジ
ェ

ネ
ラ

リ
ス

ト
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

た
ち

は
，

喪
失

や
悲

嘆
に

つ
い

て
知

っ
て

は
い

る
が

，
そ

の
課

題
に

い
ざ

直
面

し
た

時
と

て
も

重
い

も
の

と
な

る
。

緩
和

ケ
ア

に
は

，
ジ

ェ
ネ

ラ
リ

ス
ト

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

よ
り

，
よ

り
高

度
の

専
門

知
識

や
技

能
が

必
要

だ
。

●
●

B
氏

70

緩
和

ケ
ア

領
域

で
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
活

動
は

古
く

か
ら

お
こ

な
わ

れ
て

い
る

。
緩

和
ケ

ア
領

域
専

属
（

の
よ

う
な

）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

も
CL

SC
に

は
い

て
，

ほ
と

ん
ど

の
時

間
を

緩
和

ケ
ア

専
門

と
し

て
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
支

援
に

当
た

っ
て

い
る

。

●
●

●

B
氏

53
緩

和
ケ

ア
の

能
力

は
，

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
能

力
に

似
て

い
る

。
緩

和
ケ

ア
と

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

は
似

た
価

値
を

も
っ

て
い

る
。

●
●

合
計

0
0

0
0

0
0

0
1

4
0

2
0

0
1

0

表
11
　
ユ
ダ
ヤ
系
の
人
々
へ
の
ケ
ア

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

の
要

約
役

割
行

為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

27

ホ
ロ

コ
ー

ス
ト

を
体

験
し

た
ユ

ダ
ヤ

系
の

人
々

の
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
が

多
い

。
彼

ら
は

カ
ナ

ダ
で

家
族

と
共

に
生

活
を

確
立

し
た

が
，

ホ
ロ

コ
ー

ス
ト

は
つ

ら
い

ト
ラ

ウ
マ

に
な

っ
て

い
る

。
ホ

ロ
コ

ー
ス

ト
の

経
験

は
，

家
族

に
引

き
継

が
れ

，
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
も

そ
の

歴
史

に
気

づ
い

て
ほ

し
い

と
思

っ
て

い
る

。

●
●

A
氏

28

ホ
ロ

コ
ー

ス
ト

の
犠

牲
者

を
悼

む
セ

ン
タ

ー
が

あ
る

。
そ

こ
で

は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

ホ
ロ

コ
ー

ス
ト

の
サ

バ
イ

バ
ー

と
話

を
し

た
り

，
録

音
・

録
画

し
た

り
し

て
い

る
。

こ
れ

は
死

に
ゆ

く
プ

ロ
セ

ス
の

一
部

だ
か

ら
，

緩
和

ケ
ア

の
一

環
で

あ
る

。
こ

う
し

て
彼

ら
の

人
生

が
統

合
さ

れ
る

の
だ

。

●
●

●
●

A
氏

29
ユ

ダ
ヤ

の
宗

教
者

は
チ

ー
ム

に
入

っ
て

い
な

い
。

ユ
ダ

ヤ
系

の
人

々
は

シ
ナ

ゴ
ー

ク
に

属
し

，
ラ

ビ
に

自
宅

に
来

て
も

ら
う

よ
う

に
患

者
は

頼
む

こ
と

は
で

き
る

。
●

●

A
氏

30

ラ
ビ

を
も

っ
て

い
る

人
は

自
宅

に
呼

ぶ
こ

と
は

で
き

る
。

持
っ

て
い

な
い

人
や

，
彼

ら
の

信
仰

者
が

自
宅

に
来

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
き

，
モ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

の
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

で
き

る
。

様
々

な
信

仰
を

も
つ

訓
練

さ
れ

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

ス
ピ

リ
チ

ュ
ア

ル
や

宗
教

の
問

題
を

助
け

て
く

れ
る

。

●
●

A
氏

87

m
ed

ic
al
 a

id
 in

 d
yi
ng

は
こ

の
地

域
で

は
少

な
い

。
こ

こ
は

ユ
ダ

ヤ
系

の
人

々
が

多
く

，
ユ

ダ
ヤ

系
の

人
々

の
命

の
価

値
観

が
影

響
し

て
い

る
。

彼
ら

は
m
ed

ic
al
 a
id
 in

 d
yi
ng

を
あ

ま
り

希
望

し
な

い
。

 J
ew

ish
 G

en
er

al
病

院
の

医
師

た
ち

は
，

m
ed

ic
al
 a
id
 in

 d
yi
ng

に
反

対
し

て
い

る
。

 だ
か

ら
，

わ
れ

わ
れ

は
，

他
機

関
か

ら
医

師
を

頼
ま

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

●

A
氏

89
ユ

ダ
ヤ

系
の

人
々

は
，

い
の

ち
を

と
て

も
神

聖
な

も
の

と
思

っ
て

お
り

，
い

の
ち

を
保

持
す

る
た

め
に

ど
ん

な
治

療
に

も
耐

え
る

。
●

●
●

合
計

0
0

0
4

0
0

0
0

1
6

0
0

3
0

0
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表
13
　
ア
セ
ス
メ
ン
ト

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

の
要

約
役

割
行

為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

2

自
律

性
を

失
っ

た
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
を

対
象

に
，

身
体

的
，

心
理

的
，

社
会

的
状

況
を

評
価

し
て

，
在

宅
生

活
全

体
を

評
価

す
る

。
m
ul
ti-

cl
ie
nt

el
e 

to
ol
.を

用
い

て
，

評
価

を
行

っ
て

い
る

。
医

療
的

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

た
め

に
も

，
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

が
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

全
部

に
記

入
す

る
。

●

A
氏

3
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
が

地
域

社
会

と
か

か
わ

り
を

持
っ

て
い

れ
ば

，
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
の

自
律

性
の

低
下

に
気

づ
き

や
す

く
な

る
。

●

A
氏

4
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
が

社
会

資
源

に
ど

う
ア

ク
セ

ス
で

き
る

か
は

，
自

律
性

に
大

き
く

か
か

わ
っ

て
く

る
。

●

A
氏

5
在

宅
生

活
を

安
全

に
送

る
う

え
で

の
リ

ス
ク

に
つ

い
て

も
ア

セ
ス

メ
ン

ト
し

て
，

支
援

に
つ

い
て

考
え

る
。

●

A
氏

6
リ

ス
ク

要
因

と
は

，
記

憶
の

問
題

。
記

憶
の

問
題

は
，

お
も

に
火

災
の

原
因

に
な

る
こ

と
も

あ
る

か
ら

，
台

所
や

ス
ト

ー
ブ

も
チ

ェ
ッ

ク
す

る
。

●

A
氏

7
心

理
的

な
側

面
に

つ
い

て
は

，
別

の
評

価
に

な
っ

て
い

る
。

問
題

行
動

に
つ

い
て

も
，

評
価

し
て

い
る

。
●

A
氏

8
家

族
関

係
や

地
域

関
係

な
ど

シ
ス

テ
ム

を
み

る
。

そ
の

ひ
と

が
今

ま
で

の
生

活
に

ど
う

対
処

し
て

き
た

か
，

を
み

る
。

●

A
氏

56
pa

tie
nt

 f
un

ct
io
ns

に
つ

い
て

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
ツ

ー
ル

：
PP

S
の

説
明

。
PP

S
を

毎
日

使
っ

て
，

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

の
状

況
変

化
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
●

A
氏

25
人

生
へ

の
失

望
か

統
合

化
か

，
エ

リ
ク

ソ
ン

の
発

達
段

階
を

参
考

に
高

齢
者

に
関

わ
る

。
●

A
氏

26
エ

リ
ク

ソ
ン

の
発

達
段

階
の

説
明

。
●

A
氏

95
ア

セ
ス

メ
ン

ト
ツ

ー
ル

の
説

明
。

●
合

計
0

0
0

0
0

0
0

0
10

0
0

0
0

0
0

表
12
　
喪
失
へ
の
支
援

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

の
要

約
役

割
行

為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

31
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

な
部

分
で

あ
る

。
社

会
的

に
は

お
別

れ
を

言
う

，
心

理
的

に
は

お
別

れ
を

言
う

プ
ロ

セ
ス

を
助

け
る

こ
と

。
キ

ュ
ー

ブ
ラ

・
ロ

ス
が

参
考

に
な

る
。

グ
リ

ー
ビ

ン
グ

プ
ロ

セ
ス

は
行

っ
た

り
来

た
り

で
あ

る
。

●
●

A
氏

32
家

族
が

個
人

の
死

を
受

け
止

め
る

プ
ロ

セ
ス

の
一

般
的

理
論

の
説

明
。

カ
ー

ル
・

ロ
ジ

ャ
ー

ス
な

ど
。

●

A
氏

44

死
に

ゆ
く

過
程

で
飲

食
が

で
き

な
く

な
る

の
は

当
然

の
こ

と
で

あ
る

が
，

家
族

は
我

々
の

説
明

に
も

か
か

わ
ら

ず
，

リ
ス

ク
が

あ
る

の
に

食
べ

さ
せ

よ
う

と
す

る
こ

と
が

あ
る

。
本

人
が

快
適

に
な

る
よ

う
に

す
べ

き
で

あ
る

。
何

が
ベ

ス
ト

ケ
ア

な
の

か
，

も
っ

と
家

族
と

話
し

合
う

べ
き

で
あ

る
。

●
●

●
●

合
計

0
1

0
2

1
0

0
0

3
0

0
0

0
0

0



在宅看取り支援に関わる専門職サポートにおける文化的影響

37

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

内
容

の
要

約
役

割
行

為
社

会
的

位
置

に
関

連
す

る
シ

ス
テ

ム
規

範
期

待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

A
氏

50

患
者

の
自

律
性

は
尊

重
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
し

か
し

，
薬

を
拒

否
し

た
り

し
て

，
身

体
的

に
苦

し
ん

で
い

る
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
を

み
る

と
，

特
に

ナ
ー

ス
に

と
っ

て
つ

ら
い

。
身

体
的

，
心

理
的

，
霊

的
な

面
に

お
い

て
，

苦
し

ん
で

い
る

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

を
み

る
の

は
フ

ロ
イ

ン
ト

ラ
イ

ン
ワ

ー
カ

ー
に

と
っ

て
，

つ
ら

い
。

●
●

●
●

●

A
氏

51
若

い
世

代
の

緩
和

ケ
ア

も
，

家
族

の
ケ

ア
も

含
め

て
，

難
し

い
。

●

A
氏

52

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

と
家

族
の

意
思

は
尊

重
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
終

末
期

に
お

い
て

，
効

果
が

な
い

治
療

を
希

望
す

る
家

族
は

い
る

が
，

医
師

は
そ

の
家

族
の

希
望

を
受

け
容

れ
る

。
こ

う
い

っ
た

家
族

は
，

ホ
ー

ム
ケ

ア
に

お
い

て
，

困
難

な
こ

と
が

あ
る

。
…

（
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

は
，）

治
療

拒
否

す
る

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

の
意

思
も

尊
重

す
る

。

●
●

●
●

A
氏

55
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
は

，
お

互
い

に
感

情
的

な
面

で
サ

ポ
ー

ト
し

あ
う

。
多

職
種

に
よ

る
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

も
あ

る
。

各
専

門
職

に
は

同
じ

職
種

の
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
が

い
て

，
週

1
回

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

が
あ

る
。

●
●

A
氏

58
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
サ

ポ
ー

ト
と

し
て

は
，

毎
週

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

が
あ

る
し

，
2
か

月
に

1
度

程
度

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

を
招

い
て

の
研

修
も

あ
る

。
●

●

A
氏

59

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
ワ

ー
カ

ー
た

ち
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

に
2方

法
が

あ
る

。１
）

年
に

一
度

の
慰

霊
祭

が
あ

る
。

そ
こ

で
亡

く
な

っ
た

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

の
こ

と
を

話
し

た
り

，音
楽

を
流

し
た

り
す

る
。

専
門

職
は

そ
れ

で
悲

し
み

か
ら

癒
さ

れ
る

。
２

）
CL

SC
を

統
括

す
る

組
織

で
あ

る
，

RC
LC

や
CI

SC
C

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
も

あ
る

。
医

師
に

よ
る

自
殺

ほ
う

助
に

つ
い

て
は

，
病

院
が

サ
ポ

ー
ト

す
る

義
務

を
負

っ
て

い
る

。
医

師
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
，

心
理

士
，

弁
護

士
な

ど
の

グ
ル

ー
プ

が
関

わ
っ

て
い

る
。

●
●

●

B
氏

49

SV
で

は
，

緩
和

ケ
ア

ラ
ウ

ン
ド

と
し

て
，

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

支
援

に
つ

い
て

話
し

合
う

。
6 ―

8
週

間
ご

と
。

誰
か

を
招

い
て

研
修

を
し

た
り

，
ナ

ー
ス

や
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

た
ち

が
サ

ポ
ー

ト
し

あ
っ

た
り

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
し

あ
っ

た
り

，
様

々
な

人
た

ち
が

終
末

期
の

喪
失

や
悲

嘆
に

つ
い

て
話

し
合

っ
た

り
す

る
。

ス
ピ

リ
チ

ュ
ア

ル
ケ

ア
に

つ
い

て
も

話
す

。
緩

和
ケ

ア
ラ

ウ
ン

ド
も

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

の
一

つ
。

個
別

で
は

な
く

，
チ

ー
ム

で
行

う
こ

と
に

よ
り

教
育

的
機

能
を

果
た

す
。

●
●

B
氏

50
死

に
ゆ

く
人

を
支

援
す

る
の

は
ス

ト
レ

ス
に

な
り

，
バ

ー
ン

ア
ウ

ト
に

つ
な

が
る

。
支

援
者

た
ち

は
，

緩
和

ケ
ア

ラ
ウ

ン
ド

で
，

ス
ト

レ
ス

を
表

現
で

き
る

場
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
●

●
●

B
氏

51
他

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

と
し

て
は

，
他

職
種

と
話

し
合

う
も

の
が

あ
る

。
知

識
の

共
有

な
ど

が
で

き
る

。
●

●

B
氏

56
緩

和
ケ

ア
の

ケ
ー

ス
で

ス
タ

ッ
フ

が
困

っ
て

い
る

と
き

，
個

別
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
以

外
に

，
時

間
を

設
け

て
チ

ー
ム

で
話

し
合

う
時

間
を

設
け

て
い

る
。

こ
れ

は
ス

タ
ッ

フ
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

仕
組

み
に

な
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

●

B
氏

65
専

門
職

は
，

自
分

の
価

値
に

忠
実

で
あ

り
な

が
ら

も
，

倫
理

的
で

あ
る

努
力

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

う
。

●
●

●
●

●

表
14
　
C
LS
C
の
ス
タ
ッ
フ
の
苦
し
み
と
そ
の
サ
ポ
ー
ト
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大賀　有記・木戸　宜子・小原　眞知子・福山　和女
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
内

容
の

要
約

役
割

行
為

社
会

的
位

置
に

関
連

す
る

シ
ス

テ
ム

規
範

期
待

イン
タ

ビュ
ィー

分
析

単
位

番
号

感
情

思
考

行
為

1）
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

2）
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

3）
同

僚
及

び
他

の
ス

タ
ッ
フ

サ
ブ

シ
ス
テ

ム

4）
上

司
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

5）
職

場
組

織
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

6）
専

門
情

報
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

7）
地

域
文

化
サ

ブ
シ

ス
テ

ム

8）
専

門
家

集
団

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

9）
制

度
（
・
政

策
）

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

10
）

社
会

資
源

サ
ブ

シ
ス

テ
ム

B
氏

66

倫
理

的
な

問
題

の
一

つ
に

，
真

実
を

言
う

か
ど

う
か

が
あ

る
。

文
化

的
な

価
値

の
た

め
に

，
高

齢
者

に
は

死
の

こ
と

を
言

わ
な

い
で

ほ
し

い
と

い
う

家
族

も
い

る
。

こ
れ

は
チ

ー
ム

で
，

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

を
だ

ま
し

続
け

る
と

い
う

こ
と

に
も

な
る

。
こ

の
文

化
的

な
要

素
の

た
め

に
，

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
は

ジ
レ

ン
マ

に
陥

る
こ

と
が

あ
る

。
メ

ン
バ

ー
は

真
実

を
伝

え
る

べ
き

と
い

う
専

門
職

的
・

個
人

的
価

値
を

も
っ

て
い

る
か

ら
だ

。
真

実
を

伝
え

ず
し

て
，

ク
ラ

イ
エ

ン
ト

本
人

と
ど

う
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
か

，
苦

し
い

。
ク

ラ
イ

エ
ン

ト
が

死
に

つ
い

て
語

り
，家

族
が

死
を

隠
し

て
い

る
と

き
，チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

は
混

乱
す

る
。

●
●

●
●

B
氏

67
医

療
職

が
緩

和
ケ

ア
の

こ
と

を
言

う
の

は
乗

り
気

で
は

な
い

と
き

，
チ

ー
ム

も
混

乱
す

る
。ク

ラ
イ

エ
ン

ト
に

真
実

を
言

え
な

い
か

ら
だ

。こ
う

い
っ

た
場

合
は

，
と

て
も

緊
張

が
高

く
，

ジ
レ

ン
マ

に
な

る
。

●
●

B
氏

68

他
の

倫
理

的
ジ

レ
ン

マ
は

，
合

法
的

な
治

療
以

外
に

，
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た。ソーシャルワーカーの社会的位置については，同僚

及び他のスタッフサブシステムと職場サブシステムにお

いて多く語られていた。また価値の対立にも触れられて

いたことから，規範についての指摘もあった。

14．小括

　インタビューでは緩和ケアを行うホームケアチームの

サポートに関連する事柄について語られていたが，社

会的位置を構成する10のサブグループ別の集計結果は

以下の通りである。①クライエントサブシステム54，

②ソーシャルワーカーサブシステム45，③同僚および

他のスタッフサブシステム37，④上司サブシステム0，

⑤職場組織サブシステム49，⑥専門情報サブシステム

30，⑦地域文化サブシステム47，⑧専門家集団サブシ

ステム14，⑨制度サブシステム38，⑩社会資源サブシ

ステム42，であった。対人援助職の職場のサポート体

制の語りであるから，①②③⑤は当然多かったが，次に

多かったのは⑦であった。そして⑦は，役割行為の感情

と3分析単位が一致し，同様に思考は20，行為は5の一

致であった。⑦の約6割が役割行為と連動していたので

ある。地域文化サブシステムが，特に専門職の思考およ

び業務のサポート体制に大きな影響を与えていることが

示唆される結果となった。

Ⅴ．考察

　ソーシャルワーカーの社会的位置における地域文化サ

ブシステムと役割行為の思考との関係に着目して，考察

する。

　フロントラインのソーシャルワーカーでもあるA氏

は，クライエントや家族の文化を重視しているという一

方で，緩和ケアの普及の障害の一因として，死を避け話

したがらない文化を指摘している。また医療者も死を嫌

う傾向があり，治療中心のアプローチが難しくなってい

る段階においても，ヘルスケアアプローチへ転換したが

らないことを述べている。そして，緩和ケアは終末期ケ

アより広い概念であり，元気なうちから自分の最期につ

いて考えることが必要だと考え，市民やスタッフの緩和

ケア教育にストレスや難しさを感じつつも，緩和ケアや

ACPの普及に力を入れているという。また治療を拒否

するクライエントの意思決定を尊重するとしながらも，

薬を拒否して苦しんでいるクライエントをみるのはフロ

ントラインワーカーにとってつらいとしている。この矛

盾から，ソーシャルワークの価値でもあるクライエント

の意思尊重をしても，専門職にはつらさが残ることがわ

かる。ここには専門職の死生観が影響していると思われる。

　A氏は，どのように生き死んでいくかについて，健康

なうちから考えていこうとACPや緩和ケアを広げてい

こうとしている。それがクライエントの自律性の維持や，

日々の生活の仕方や人生の送り方などいのちのあり方を

自分でコントロールすることにつながり，QOLが向上

すると考えているようにみえる。これらは，A氏の役割

行為の感情，思考と行動からうかがわれる。

　しかし，死後の世界を基本的に信じないユダヤ系の

人々の多い地域において，死を視野にいれて生を考える

緩和ケアを広げることは難しいのではないかという疑問

が上がる。ユダヤ系の人々にとって，死はタブーであり

現世で生きていることが重要であるから，通常どんなつ

らい治療にも耐えるし，自分から死を選ぶことはしない。

ユダヤ系の人々にとって死とは，あの世の存在を信じる

傾向のある日本人（大賀2017）にとっての死とは違い，

非常に苦痛に満ちた体験と推察できる。またユダヤ系の

高齢者にとって，死と直面したホロコーストの体験は非

常に恐ろしいものであったと推測できる。ホロコースト

にしても，病気や加齢により最期を迎えるにしても，死

に際しては，宗教や社会の価値，文化の影響の大きさが

顕著にみえる。

　緩和ケアが普及し，十分な情報提供のもとにその情報

を理解した上で，一切の治療を拒否するとしたクライエ

ントがいた場合，またmedical aid in dyingを希望する

クライエントに直接接した場合，A氏は一体どう考える

のだろうか。クライエントの意思決定が重要としつつも，

やはり矛盾や苦しみを感じるのではないだろうかと思わ

れる。

　このようなことは，日本の「人生の最終段階におけ

る医療の決定プロセスに関するガイドライン」（2007；

2015）に沿って医療行為を中止した医療者にも起こりう

ることといえよう。法制度が整備されたとしても，当事



40

大賀　有記・木戸　宜子・小原　眞知子・福山　和女

者とその家族だけでなく，支援する専門職たちの死生観

を検討する場がなければ，医療行為の中止，つまり人為

的な生命の中止となる死は，家族・専門職にとって非常

に苦しいことなのではないかと考えられる。看取り支援

を行うにあたり，専門職の死生観に関連するサポートが

必要であろう。

　一方，B氏の考え方をみてみたい。B氏は，クライエ

ント本人も家族も専門職も死と直面することで，真実を

語り合えれば，よいケアにつながると考えている。よい

ケアができれば，クライエントは死を選ばない，とさえ

述べている。これはユダヤ系の人々の死生観に沿えば当

てはまると思われる。しかし，よいケアが行われていた

としても死に直面し，その状況を十分コントロールでき

ない自分に尊厳を見出せない死生観をもつ人の場合はど

うであろうか。medical aid in dyingの多くは，緩和ケ

アチームのもとで行われているというA氏の話もある。

つまり「よい」ケアを受けていたとしても，死を望むク

ライエントはいるのである。これは，いのちに対する価

値観，死生観の違いであるといえるだろう。

　また人それぞれ価値は違うことに触れられている。

ソーシャルワークの価値であるクライエントの意思の尊

重，在宅で長い間過ごすことをよいとするCLSCの機関

としての価値の尊重，専門職個人の価値の尊重について

述べられている。これは，価値規範を統一することの必

要性を指摘しているとみえる。規範は，守るべきもので

あるから，通常矛盾するものであってはならない。しか

し果たして，価値が矛盾なく存在することは可能であろ

うか。緩和ケア領域での価値は死生観が問われ，その死

生観は人それぞれであるにもかかわらずである。

　その対応策として，B氏はスーパービジョンやコンサ

ルテーション，チームカンファレンスを挙げている。定

期的かつ日常的に，専門職同士が，それぞれの感情や思

考を理解しあうことで，助け合うことができるとする。

そこで専門職個人の死生観に忠実でありつつ，クライエ

ントの死生観の尊重をしながら支援をすることを可能に

するという。

　日本において，身寄りのない独居高齢者が，人生の終

末期における医療における意思決定をして，日本のガイ

ドラインに従って治療を中止した場合，それは自身の

QOLを高めることになるかもしれない。しかし，それ

を支援した専門職の戸惑いは大きいと思われる。そのた

めの専門職に対するサポート方法として，価値や死生観

を扱ったスーパービジョンやコンサルテーション，チー

ムカンファレンスは有効に働く可能性はある。

　ソーシャルワークは人のライフ全体を見て行う必要が

あり，緩和ケア領域のソーシャルワークにおいてそれは

顕著に表れる。表面的な生活に目が向きがちな日本の

ソーシャルワーク（小原2017）においても，クライエ

ント・家族・専門職の奥底にある価値観・死生観に着目

して，クライエント・家族が最期まで生き切るための支

援をすること，および，専門職の業務遂行をサポートす

ることの効用は参考になるだろう。最後までの生き様を

支援する際，クライエントや家族の死生観だけでなく，

専門職たちの価値観，死生観にも影響を与える地域文化，

地域に息づく死生観を把握し支援に活かすことは重要と

なる。それが専門職の感情面のサポートにも活かされ，

思考・行動へと続く役割行為の質の保障にもなると考え

る。身寄りのいない独居高齢者を支援する際，その意思

決定をめぐって，専門職は特に悩み葛藤する。そのよう

なときこそ，その高齢者が暮らしてきた地域文化，地域

の死生観に価値の指針を得て，最期まで支援することに

より，充実感をもって業務遂行できるのではないだろう

か。地域文化は，専門職の思考及び業務サポートに多大

な影響を与えている。地域文化を土台とした専門職の価

値観，感情・思考に着目した業務サポートを検討する必

要があるといえよう。

Ⅵ．結論と今後の課題

　結論として，死の捉え方自体に文化的影響が大きいた

め，看取り支援や緩和ケアに関わる専門職には，地域文

化を十分考慮したサポートをすることが必要といえる。

そのサポートの方法として，今回の調査では，スーパー

ビジョンやコンサルテーション，チームカンファレンス

等において，死生観を取り上げることが有効と示された。

これは，日本においても参考になると思われる。今後は，

日本において，クライエントやその家族だけでなく，地

域および専門職の死生観を加味した，地域における緩和

ケア専門職サポート体制について検討することを課題と
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したい。

付　　記

　本論文は，JSPS科研費（16K01457）の助成を受けて

行った研究成果の一部です。本研究にご協力いただきま

した皆様に御礼申し上げます。

注

1 ）一般にユダヤ系の人々とユダヤ教徒は，必ずしも一致しない
が，今回訪問した地域の特性から，本稿ではユダヤ系の人々は
ユダヤ教徒であるとみなしている。

2 ）Ａ氏とＢ氏では管轄地域が異なるため，人数に差異が生じて
いる。
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